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ある緑の党（Partido Verde Ecologista de México），
教員組合を主体，支持基盤とする新同盟党（Nueva 































政党 議席数 議席占有率（%） 議席数の増減
PRI 202 40.6 − 10
PAN 108 21.6 − 6
PRD 61⑴ 12.2 − 43
緑の党 47 9.2 ＋ 18
Morena 35 7.0 ＋ 35
市民運動党 25 5.0 ＋ 9
新同盟党 11 2.2 ＋ 1
労働党 0 0.0 − 15
その他 9 1.8 ＋ 9
計 498⑵ ≒ 100 ─
（出所） INE データ（http://computos2015.ine.mx/Nacional/
VotosPorPartido/）と Cámara de Diputados [2015]
をもとに筆者作成。
（注） ⑴選挙後，議会開会前に離党した議員 1 名を含む。
 ⑵ アグアスカリエンテス州第 1 選挙区の結果（小選
挙区＋比例代表）が無効となったため，規程より
も 2 議席少ない議席数で開会した。






















































選挙前 選挙後 選挙前 選挙後
PRD（政党連合を含む） 14 6 41 17
Morena ─ 5 ─ 20
PRI 1 3 9 8
PAN 1 2 12 10
その他 0 0 4 11
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答え た 割合が，2014 年 8 月時点の 40%か ら 30%


































分な説明を行ってこなかった（Reforma, 7 de mayo 
de 2015）。 その他にも，党内候補者の選出プロセ
スや党内ポストの配分をめぐって，派閥間対立が




































































































的な評価が際立っていた（Reforma, 5 de diciembre 
de 2014； 6 de abril de 2015）。 PRD内有力派閥の
1つである全国民主的左翼（Izquierda Democrática 
Nacional）の 幹部で あ る レ ネ・ ベ ハ ラ ノ（René 
Bejarano）は，メキシコ連邦特別区におけるPRD
のMorenaに対する敗北を，マンセラ政権の責任








2012 年 2015 年
PRD ⑴ PRI ⑴ PAN その他 PRD ⑴ PR ⑴ PAN Morena その他
メキシコ連邦特別区 26 0 1 0 10 3 3 11 0
ゲレロ 9 0 0 0 2 7 0 0 0
メキシコ州 7 32 1 0 4 35 0 1 0
ミチョアカン 4 8 0 0 5 7 0 0 0
モレロス 4 1 0 0 2 1 1 0 1
オアハカ 10 1 0 0 4 7 0 0 0
キンタナロー 1 2 0 0 0 3 0 0 0
タバスコ 6 0 0 0 4 2 0 0 0
トラスカラ 2 1 0 0 0 3 0 0 0
ベラクルス 1 15 5 0 1 16 2 2 0
ケレタロ 0 1 2 1 1 0 3 0 0
サンルイスポトシ 0 5 2 0 2 4 1 0 0
（出所） INE のデータ（http://computos2015.ine.mx/Entidad/DistritosPorCandidatura/）をもとに筆者作成。
（注） ⑴他党との連合を含む。





























政権のなかでも群を抜いていた（Reforma, 7 de abril 
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